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在
日
米
海
軍
司
令
部

（横
須

賀
市
）は
１０
日
午
後
８
時
ご
ろ
、

英
文
の
発
表
文
を
各
報
道
機
関

に
メ
ー
ル
で
送
っ
た
。
８
日
午

後
に
厚
本
基
地

（大
和
、
綾
瀬

市
）
近
く
で
部
品
落
下
事
故
を

起
こ
し
、
自
粛
中
だ
っ
た
電
子

戦
機
Ｅ
Ａ
６
Ｂ
プ
ラ
ウ
ラ
ー
の

飛
行
を
Ｈ
日
朝
、
再
開
さ
せ
る

と
い
う
。

「訳
さ
れ
た
も
の
を
読
ん
だ

が
、
よ
く
分
か
ら
な
い
部
分
も

あ
っ
た
」
と
あ
る
市
職
員
。
県

と
基
地
周
辺
の
９
市
は
事
故
原

納
得
の
い
く
説
明
な
く

と
い
う
意
味
。
他
に
別
の
言
葉

で
置
き
換
え
ら
れ
な
い
」
と
同

司
令
部
の
広
報
担
当
者
。誰
が
、

い
つ
、ど
の
よ
う
に
結
果
を
『入

手
可
能
」
な
の
か
。
取
材
に
対

し
納
得
の
い
く
説
明
は
な
か
っ

た
。発
表
の
時
機
も
唐
突
だ
っ

た
。
「席
上
、
米
軍
側
か
ら
一

切
そ
う
い
う
話
は
出
な
か
っ

た
。
心
外
だ
」
と
綾
瀬
市
幹
部

は
憤
る
。
そ
の
数
時
間
前
、
同

市
の
笠
間
城
治
郎
市
長
が
同
司

令
部
を
訪
れ
、
副
司
令
官
に
厚

木
基
地
の
全
航
空
機
の
飛
行
停

止
を
求
め
た
ば
か
り
だ
っ
た
か

事
故
後
か
ら
自
粛
し
て
い
た
飛
行

を
再
開
し
、
厚
木
基
地
を
飛
び
立

つ
プ
ラ
ウ
ラ
ー
＝
Ｈ
日
午
前
１０
時

１０
分
ご
ろ
　
（吉
田
　
太

一
写
す
）

米
海
軍
厚
木
基
地

（大
和
、

綾
瀬
市
）
の
ジ
ェ
ッ
ト
電
子
戦

機
Ｅ
Ａ
６
Ｂ
プ
ラ
ウ
ラ
ー
か
ら

落
下
し
た
パ
ネ
ル
が
走
行
中
の

乗
用
車
に
衝
突
す
る
な
ど
し
た

ら
だ
。
大
和
署
は
事
故
翌
日
の
９

日
、
現
場
周
辺
の
路
上
な
ど
で

落
下
部
品
は

「見
つ
か
ら
な
か

っ
た
」
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
１０
日
朝
に
な
っ
て
発
見
さ
れ

た
３４
点
の
一
部
は
、
路
上
に
も

あ
っ
た
。
エ
ン
ジ
ン
周
り
の
断

熱
材
は
一
見
、
普
通
の
綿
の
よ

う
だ
。
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み

も
多
い
現
場
周
辺
。
ど
の
よ
う

な
部
品
を
落
と
し
た
の
か
米
軍

か
ら
十
分
な
情
報
提
供
が
な

く
、
綿
状
の
も
の
も
部
品
と
い

う
認
識
が
署
員
に
な
か
っ
た
た

め
見
落
と
さ
れ
た
よ
う
だ
。

現
場
に
破
片
を
受
け
取
り
に

来
た
米
軍
関
係
者
は
引
き
渡
し

の
際
、
署
員
か
ら
身
分
証
の
提

示
を
求
め
ら
れ
る
と
、
名
を
名

乗
り
、
制
服
の
胸
に
記
さ
れ
た

名
前
を
見
せ
た
も
の
の
、
身
分

証
の
提
示
自
体
は
拒
否
し
た
。

破
片
が
発
見
さ
れ
た
畑
を
管

事
故
で
、
在
日
米
海
軍
は
■
日

朝
、
自
粛
し
て
い
た
同
型
機
の

飛
行
を
再
開
し
た
。
綾
瀬
市
の

笠
間
城
治
郎
市
長
は

「事
故
の

調
査
結
果
が
明
ら
か
に
な
る
前

理
す
る
農
業
生
産
法
人
代
表
の

男
性
（５４
）は
そ
の
様
子
に
驚
い

た
。
「制
服
を
着
て
い
る
か
ら

と
い
っ
て
、
基
地
の
人
間
と
は

限
ら
な
い
。
尊
大
な
態
度
で
、

戦
勝
国
の
気
分
が
抜
け
な
い
の

だ
ろ
う
」

戦
闘
攻
撃
機
Ｆ
Ａ
ｌ８
ス
ー
パ

ー
ホ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
厚
木
基
地

の
艦
載
機
部
隊
は
２
０
１
４
年

度
ま
で
に
米
海
兵
隊
岩
国
基
地

（山
口
県
岩
国
市
）
に
移
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
一
方
で

の
再
開
は
極
め
て
遺
憾
」
と
強

く
抗
議
す
る
コ
メ
ン
ト
を
出
し

た
。同
日
午
前
１０
時
１０
分
ご
ろ
、

１
機
が
基
地
北
方
に
向
か
っ
て

離
陸
し
た
。
大
和
市
基
地
対
策

課
に
よ
る
と
、
午
前
Ｈ
時
ご
ろ

迷
走
す
る
沖
縄
・
普
天
間
問
題

の
影
響
で
、
移
駐
が
遅
れ
る
見

通
し
も
出
て
い
る
。

「部
品
落
下
に
不
時
着
。
そ

の
た
び
に
安
全
対
策
は
し
っ
か

り
や
っ
て
い
る
と
米
側
か
ら
話

が
あ
る
が
、
毎
年
の
よ
う
に
起

き
る
。
何
を
信
じ
た
ら
い
い
の

か
。
米
軍
再
編
以
前
の
話
だ
ろ

う
」
。
綾
瀬
市
幹
部
の
言
葉
に

複
雑
な
心
境
が
に
じ
む
。

Ｈ
日
午
前
１０
時
１０
分
少
し
前

―
。
プ
ラ
ウ
ラ
ー
は
周
囲
の
す

べ
て
の
音
を
奪
い
去
る
よ
う
な

強
烈
な
轟
音
を
残
し
、
北
の
空

に
消
え
て
い
っ
た
。

（山
元
　
信
之
）

同
基
地
に
着
陸
し
た
と
い
う
。

米
海
軍
司
令
部
は
１０
日
の
発

表
文
で
、
飛
行
再
開
の
理
由
を

「米
国
帰
還
準
備
の
た
め
」
と

説
明
。
「厳
し
く
点
検
し
、
安

全
に
飛
行
で
き
る
と
判
断
さ
れ

た
」
な
ど
と
し
て
い
た
。

飛
行
経
路
の
真
下
に
当
た
る

大
和
市
上
草
柳
の
ド
ッ
グ
ラ
ン

に
い
た
４０
歳
代
の
女
性
は

「あ

れ
だ
け
大
き
な
パ
ネ
ル

（２
１

８
弓
×
１
０
７
舞
ン）
が
人
に
当

た
っ
た
ら
死
ん
で
し
ま
う
。
せ

め
て
原
因
が
分
か
る
ま
で
飛
行

因
の
公
表
を
求
め
て
い
る
。
発

表
文
に
は
事
故
の
予
備
調
査
は

終
わ
っ
た
と
あ
る
が
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
は

Ｆ
く
Ｌ
３
【＆

と
記
さ
れ
て
い
た
。

「日
本
語
で
は
『入
手
可
能
』

プ
ラ
ウ
ラ
ー
飛
行
再
開

麻酔
輝
綾
瀬
市
長
、強
く
抗
議

>下

米海軍は、来週予定される飛
行隊の米国帰還の準備に運用上
必要なため、プラウラー 1機を
明朝 (11日 )、飛行させる。当該機
はしっかりと厳しく点検されて
おり、安全に飛行できると判断
されている。
プラウラーは 8日 、厚木基地
への着陸時に機体外側のパネル
を失った。プラウラー全機の点
検のため、戦略電子戦飛行隊第
136部 隊のすべての飛行は 9と
10の両日、一時停止された。事故
の予備調査は終了し、結果は日
米両政府関係当局で定められた
手続きに基づいて入手可能にな
る。米海軍はこの件が厚木基地
周辺の住民や友人に迷惑をか
け、大変遺憾に思う。

は
や
め
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

ま
た
Ｈ
日
、
新
た
に
金
属
片

１
点

（２０
衆ン
×
２０
彙ン）
が
ヽ
基

地
か
ら
Ｐ
５
０
研
ほ
ど
離
れ
た

大
和
市
上
草
柳
の
畑
か
ら
見
つ

か
っ
た
。

（県
央
総
局
）


